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【阿嘉島臨海研究所から】 

 研究所では、1988年の設立以来、「サンゴの有性生殖」、「さんご礁と環境」など、さんご礁に関する基礎的研究に取り組ん

でいます。これからも国内国外を問わず、いろいろな方と交流を深めながら研究と環境保全のための活動を進めていきたいと

思っています。当研究所を研究のために利用されたい方やボランティアとして当研究所の活動に参加を希望される方は、一

般財団法人熱帯海洋生態研究振興財団  東京事務局までお問い合わせください。 

〒141-0031 東京都品川区西五反田 1-26-2 五反田サンハイツ 614 号 

Tel. 03(3490)7266 Fax. 03(3490)8278 


